
●地域見守りネットワーク事業の連絡学習会が

開催されました。この事業は、協定を結んだ事

業所の従業員が業務中に「郵便物が取られてい

ない」「訪問しても留守が続いている」など気

になる人がいた場合に、社協へ連絡し、連絡を

受けた社協が関係機関と一緒に安否確認を行な

うという活動です。現在、この事業に参加して

いる事業所は３０事業所です。会議では、親川

修さん（ＮＰＯ法人ＢＦＮ会議理事長）による

「地域見守りとは」をテーマにした学習会を行

いました。親川さんからは「見守りのガイドラ

イン作成が必要」との提案があり、その後の情

報交換会では「夜間、休日の連絡体制作りが必

要」「緊急連絡先が高齢者だと理解することが

難しいことがある。緊急連絡先の確保が課題」

「見守りの担い手を小中学生などにも広げるた

めに、見守り教育などにも取り組んで欲しい」

「近隣との関わりがない方は、見守りを拒否す

ることが多い」「自治会に加入していない人は

情報がないので、日常的に見守ることが難しい」

「スーパーの買い物袋で、どこのスーパーを利

用しているか分かるので、事前に利用するスー

パーへ情報提供しておくのも良い方法」など、

多くの意見や提案が出されました。社協では今

後も参加事業所への呼びかけや、地域で気にな

る方への見守り体制作りに向けて取り組んでい

きますので、今後もご協力をお願いいたします。

●市内の学校で気になる子を支援する「発達障

がい児・者サポーター養成講座」から１８名の

修了生が誕生しました。「発達障がい～もっと

身体を楽にしよう～」をテーマにした特別講座

から始まり、全５回の講座で「障がい」や「児

童への支援」に関してさまざまな知識や技術を

学びました。修了生は、これからはサポーター

として市内小中学校で児童生徒の支援活動を行

います。みなさまの今後のご活躍を期待します。

●「子育て・親育ちサポート事業」の一環で、

「乳がん・ブレストケア講座」を開催しました。

乳がんを知っていただくことで、自分自身と家

族の幸せを守ることにつなげていただきたいと

いう目的で実施し、子育て真っ最中のお母さん

たちに受講していただき、乳がんへの正しい理

解、定期検診や自己検診の大切さを学びました。
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●沖縄市内で地域での福祉ネットワーク活動に

取り組んでいる自治会の「実践報告会」が福祉

文化プラザにて開催され８５名の参加がありま

した。今回は、第１部で「在宅医療と病院機能

について」として市内の病院から医師や職員、

相談員が説明を行なった後、第２部では「市内

自治会の防災活動の取り組み」として海邦町自

治会の加賀美会長が報告を行いました。ご参加

いただいたみなさま！ありがとうございました。

●社協では、性的マイノリティの当事者やその

家族等が交流できる場を作ることを目的に「に

じいろゆんたく会」という交流会を偶数月の第

２日曜日の午後３時から午後５時まで福祉セン

ターで開催しています。当事者だけ参加できる

会と、どなたでも参加できる会を交互に実施し

ていて、２月は「簡単スイーツ教室」でちんす

こうを作り、色とりどりのちんすこうを食べな

がら、おしゃべりをして楽しく交流しました。

●社会福祉法人の公益的な取組みとして、社協

が提唱している「フードバンクひとり一品運動」

へ賛同した白鳥保育園、知花の里、大芽保育園

より食料提供がありました。各施設とも職員だ

けではなく、保護者や利用者のご家族にも呼び

かけて集めていただきました。白鳥保育園の諸

見里邦子園長は「保護者と職員へ食糧の提供を

呼びかけましたところ、すぐに食料提供があり

ました。ゆいまーるの精神でこれからも取組み

を続けていきたいです。」と取組みへの想いを

話されました。ご協力ありがとうございました。
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大芽保育園より

白鳥保育園より

知花の里より


